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ＳＤＧｓ目標

研 究 分 野 免疫学、感染症学、寄生虫学、ウイルス学、分子生物学

研究キーワード 炎症性腸疾患、自己免疫性神経疾患、アルボウイルス感染免疫、アニサキス、がん免疫

研 究 内 容 感染防御に働く免疫システムの分子基盤とその破綻による炎症性疾患の病態を分子レベルで解明し，
その成果を病気の予防や治療に結びつけることを目標にしています。
１）炎症性腸疾患の分子免疫学的研究
　炎症性腸疾患は、自己の免疫細胞が腸組織を攻撃することで消化管粘膜に慢性的な炎症が引き起
こされる疾患で、潰瘍性大腸炎とクローン病が知られています。原因は不明ですが、最近の研究で、
遺伝子の関与や腸内細菌叢の変化などが指摘されています。私たちはこれまでに新たな抗生物質起
因性腸炎モデル動物の作製に成功し（文献１）、このモデルを使った漢方薬の評価を行っています。
また、炎症性腸疾患に関連する遺伝子や腸内細菌の研究（文献2）も進めています。最近、プロテアー
ゼ阻害因子であるSLPIが炎症性刺激により誘導されて腸管上皮バリアを保護することで腸炎を抑制
することが明らかになりました（文献3）。この研究成果は炎症性腸疾患の新規治療薬の開発につな
がることが期待されます。
２）多発性硬化症の分子免疫学的研究
　多発性硬化症は、自己の免疫細胞が神経細胞の軸索を覆っているミエリンを攻撃することで脱髄
がおき、運動障害、感覚障害、視覚障害などが引き起こされます。私たちはT細胞におけるシグナル
伝達分子TRAF6やT細胞の遊走を制御する種々のケモカイン・ケモカイン受容体が病態形成におよ
ぼす役割について遺伝子改変マウスを用いて解析しています。これらの研究により、この病気の発
症に重要な分子が明らかになってきました。
３）蚊媒介性ウイルスの研究
　チクングニアウイルスは蚊によって媒介され、非常に重篤な関節痛を伴うチクングニア熱を引き
起こします。私たちは、RT-LAMP法を応用した迅速で簡便な診断法を開発しました（文献4）。また、
蚊の吸血でジカ熱を引き起こすジカウイルスは、C型肝炎ウイルス治療薬のリバビリンによって抑制
されることを明らかにしました（文献5）。
４）アニサキスの研究
　大分特産の関サバは、他のサバに比べアニサキスの寄生率が低いことを明らかにしました（文献
6）。現在、アニサキス感染の激症化の解明に取り組んでいます。
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私たちはゲノム編集技術を用いて遺伝子改変マウスを作製し病態解析を行っています。
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